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いた。

・ 企画調整グループにおいて、検討や作業に必要となる掲示物、マニュアル、データ等が不足してい

たことから用意しておく必要がある。

各員が自分の役割を理解し積極的に行動しており、情報共有やお互いのフォローがよくできていた。

・ 情報収集・管理グループと企画調整グループの間で情報がスムーズに伝達されない点があったが、

必要に応じてテレビ会議にて確認することで改善した。

各員が自主的に行動し、やるべき仕事が抜けることなく作業を行えた。

・ 測定分析担当において、環境試料採取時にホット対応とコールド対応を現場で決定したが、事前に

懸案事項や不安等を共有する必要があった。

・ 汚染防止対策を意識し、帰庁時の汚染検査の動線を適切に養生できた。

・ その他、クロノロジーシステムやラミスについて、システム操作に係る改善を要望する点が多数挙

げられた。
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